












厚生省心身障害研究の対象として採上げられている研究分野は心身障害の発生予防のため

には,いずれも甲乙つけ難い重要なものばかりである。 

その中の 1つ「マススクリーニングシステムに関する研究」班は昭和 58年度に全国の研究

者が一堂に会するかたちで編成され発足したものであるが,今年度末をもって丸 3 年の研

究期間を終えたことになる。この間に研究班に参加され,いろいろと御協力下さった分担研

究者並びに研究協力者の方々に心からの敬意を表する次第である。 

年毎に福祉関係の予算がアップした経済高度成長時代のことはさておき現代の心身障害研

究に求められるものは一定の数の研究者が広い視野と適切な手段をもっていかに有効に研

究を進め,衛生行政を通じて如何にその成果を社会に還元させ得るかに他ならない。 

マススクリーニングシステムに関する研究班にあっても事情は同じである。それに加えて,

マススクリーニングに限っては先天代謝異常(フェニルケトン尿症,メープルシロップ尿症,

ホモシスチン尿症,ヒスチジン血症,ガラクトース血症)に関しては昭和 52 年秋から,先天

性甲状腺機能低下症(クレチン症)も昭和 54 年度から新生児に対する検査体制(検査料公費

負担)が発足しており,それから 9年経過した今日では新生児マススクリーニングの名称も

国民の意識の中に定着したと考えられ,更に後発の神経芽細胞腫および B 型肝炎に関する

スクリーニングも歴史は浅くともシステムとしては全国的な行政関係者・研究者・検査技

師および被検者である新生児の両親や家族のコンセンサスの下に既に実施されているとい

う状況下の問題でもある。 


